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舞台が丘公共施設整備事業第２期事業計画に対する 
パブリックコメントの結果について 

 

１ 募集の概要 

件 名 舞台が丘公共施設整備事業第２期事業計画 

意見の募集期間 平成 24年１月 20日（金）～平成 24年２月 20日（月） 

意見の受付方法 電子メール、ファックス、郵送、担当窓口へ直接 

意 見 の 周 知 市民説明資料、市ホームページ、エフエムとうみ、中央公民館１階及び２

階、北御牧庁舎、総合福祉センター、市立図書館、滋野コミュニティーセ

ンター、祢津公民館、和コミュニティーセンター 

結 果 の 公 表 市ホームページ、中央公民館１階及び２階、北御牧庁舎、総合福祉センタ

ー、市立図書館 

提 出 状 況 (1) 提出者数 22人  (2) 提出意見数 67件 

実 施 機 関 東御市総務部総務課行政管理係  

電話：0268-62-1111 ファックス：0268-63-5431 

電子メール：gyoseikanri@city.tomi.nagano.jp 

 

２ ご意見の提出状況と対応区分 

区分 内容 提出者数 意見数 

Ａ ご意見の趣旨が、既に反映されているもの。 ３ ３ 

Ｂ ご意見を反映させるもの。 ５ ５ 

Ｃ ご意見を反映することはできないが、今後の参考とするもの。 16 23 

Ｄ ご意見を反映できないもの。 14 30 

Ｅ 第２期事業計画に対するご意見ではないもの。 ５ ６ 

計 44 67 

 ※ 表中の提出者数は、一人で複数の意見を提出している場合があるため、実際の提出者数（22

人）と一致しません。 
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３ ご意見の内容と市の考え方について 

番号 意見の内容・要旨 市の考え方 区分 

１ 

防災名目で予算を取り、高校へ補

償として 10億円を支払い、高校を建

替えることを目的としていること、

市の施設は市の敷地内で計画するべ

きで高校の敷地まで手を出すべきで

はないこと、県立高校の建て替えは

県が考えることなどの理由により、

市道県・東深井線延伸計画には反対。 

今回の事業計画については、防災・減災を

重要な目的の一つとしており、事業実施につ

いては、市民負担をできるだけ小さくしなが

ら、どれだけ市民益を大きくできるかが重要

であると考えています。そのために国の支援

をいただく努力をしていきます。 

また、市道県・東深井線は公共施設が集中

する舞台が丘地域一帯を、市としての広域避

難場所、災害時の拠点としての機能強化、緊

急時における安全な避難や緊急車両・応援車

両等の連絡経路の複数確保など、更に、平時

においては、施設利用者の利便性向上といっ

た多くの目的を持った道路であり、今回の計

画の核となる施設と位置付けており、高校の

建替えだけを目的とした計画道路ではありま

せん。 
Ｄ 

２ 

高校が暗くて古いのは建物ではな

く内容の問題。暗いのであれば照明

だけ新しくすればいい。建物が古い

なら市民でペンキ塗り、掃除をすれ

ばよい。高校を移動させたい理由を

はっきり説明しておらず、市道県・

東深井線は不要。 

３ 

大幅な計画変更については、急な

ことで市民への説明が足りず納得が

得られないことや東御清翔高校の敷

地を取得してまで道路を造る必要が

ないこと、３万人程度の小さな市の

市役所裏に道路をつくっても交通量

が尐なく 18 号線やサンラインもす

ぐそばにあり、15億円もかける必要

がない。 

４ 

防災と言えば何でも許されると思

っているような感じを受けたが、15

億円の道路は作る理由が薄弱。県立

高校の建て替え費用を市の事業に入

れてやることには反対。 

５ 

15億円の道路計画について、市民

が長年願った道路でもなく費用対効

果に疑問を感じた。 

６ 

東御清翔高校をソフト・ハード両

面で充実した高校とするために、高

校の全面建て替えに市も協力しても

らいたい。 

 当市に唯一の高校であり、多部制単位制に

移行した中で、市としても可能な限り支援を

していきたいと考えています。 
Ｂ 



3 

 

７ 
道路が東御清翔高校の敷地にまた

がっており問題。 

 現在、県の高校教育課、東御清翔高校及び

関係機関へ説明・協議を行っています。 

 引き続き、説明・協議を行い、関係機関の

理解を得ながら事業を進めていきます。 

Ｄ 

８ 
高校用地を使う道路及び駐車場の

新設はしないでもらいたい。 

９ 

道路計画について、他地区では不

要な道路として大反対されているよ

うだが、和地区、特に海善寺、海善

寺北、日向が丘、睦、曽根、東深井、

西深井（市人口の約１割）にとって

は大変重要かつ必要な道路。市役所

周辺は複雑かつ狭く大変不便、市民

会館・中学校・病院・中央公園に行

くためにも必要な道路。道路建設は

将来を見据え、大局的な立場で計画

すべきで地域のエゴで反対すべきで

はない。是非新道路の建設をお願い

したい。 

 いただいたご意見・主旨を十分踏まえ、

事業を推進していきたいと考えています。 

Ｂ 

10 

市道県・東深井線を延伸するので

あれば、国道まで延伸してはどうか。

緊急車両が国道に出るために必要だ

と考える。18号までの延伸ができな

ければ消防署をメイン道路に移転さ

せた方が良い。 

 消防署については、現在の位置に決定した

経過、上田地域広域連合との関係、建築から

間もないこと等を踏まえ、現在の建物を活用

していきます。 

 消防署から国道 18号線への道路につきま

しても、延伸後の経過を見つつ判断してい

きたいと思います。 

Ｃ 

11 

経費節約をしなければならない

今、県立高校を市費で建替えること

に疑問を感じる。 

 市に唯一の高校であり、多部制単位制に移

行した中で、市としても可能限り支援をして

いきたいと考えています。 

 なお、事業推進にあたっては内容を精査す

る中でできる限り費用の圧縮に努めていきま

す。 
Ｄ 

12 

道路は必要ない。高校の問題は別

のことであり、合わせてやることで

はない。人口減尐、国・地方の借金

問題等を考えると借入金はできる限

り抑えることを望む。 

13 

道路新設についてはもっと考えて

ほしい、20年～30年先に東御清翔高

校が存続しているのか。高校のこと

は高校に任せるべき。 

14 

市道延長計画の費用対効果を根本

的に再検討すべき。市の予算で県立

高校の体育館を建替えてまで県の土

地を購入することは、無駄遣い。 

市道の延伸計画は、舞台が丘整備計画の

一つであり、計画実現には本道路の整備が

不可欠と考えます。 
Ｄ 
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15 

新設道路については利用台数をど

の程度見込んでいるか、周囲の道路

が片側歩道であることから、両側歩

道の設置は過大投資ではないか。 

今後詳細な調査・設計を進める中で決定

していきたいと考えます。 

Ｃ 

16 

これからの学習は多人数が前を向

いて講義を聞くよりも、可変な空間

で多彩なワークを行うことで知識を

どう活かすかを学ぶ方が重要。よっ

て講義室は不要。各地のコミュニテ

ィーセンターや公民館の活用法を皆

で考えることから協働を始めてもら

いたい。 

 車座等になってワークショップ等を行う

ことも学び方の一つの手法として大切であ

ると考えますが、様々な学習ニーズや学び

の形態の中で、講義室での講師を中心とし

た講義形式の学習も必要であると考えま

す。中央公民館のみならず各地区公民館の活

用法を研究していきたいと考えています。 

Ｃ 

17 

講義室については、北御牧中学校

のホールを活用すればよい。 

 今回計画している講義室は固定の机とい

すを備えた講義利用を中心とした施設であ

り、年間相当数の利用を見込んでおります。

北御牧中学校の音楽ホールは、学校施設で

あり学校で使用する時以外の使用に限定さ

れるため、生涯学習施設としての利用には、

制限が多く、適さないものと考えています。 

Ｄ 

18 

これから尐子化に向かい各小学校

や北御牧中学校があり、また、市の

施設があるので講義室の増設は必要

ない。 

 小中学校や地区の各施設については、そ

れぞれの地域性等を活かした利活用を図っ

ていきたいと考えています。 
Ｄ 

19 

中央公民館から子育て支援センタ

ーが移転したことにより施設が増加

したこと、北御牧庁舎の活用、地区

公民館に休日・夜間に管理者を配置

するなど、既存施設の活用等により、

文化活動のさらなる活性化が図られ

ると考える。ラヴェリテや平安閣な

ど民間施設の活用を考慮しても良い

のではないか。 

中央公民館１階部分の学習室は増えます

が、２階部分については、教育委員会事務

局の一体化による事務室及びロビーの拡充

等により、学習室は減ることとなり、増加

分はそれほど多くはありません。 

中央公民館、地区公民館すべてにおいて、

休日夜間の管理者を配置するのは、維持管

理費の面からも効率性を欠くものと考えま

す。 

また、民間施設の利用は状況に応じて限

定的な利用は可能であると考えますが、既

存施設の活用を図るとともに、利用頻度が

一番多い、中央公民館の施設充実を図るこ

とが文化活動のさらなる活性化につながる

と考えております。  

Ｃ 
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20 

陶芸関係の場所は、明神池に登り

窯があり活用していることから、そ

ちらへ集約してもよいのではない

か。 

陶芸室の利用は、市民団体の利用の他、公

民館主催の学習講座の受講生も利用してい

るので、職員のサポートの必要から、現状

どおり中央公民館に設置するのが望ましい

と考えます。 

Ｄ 

21 

十分活用されていない既存の施設

（北御牧をはじめとした各地区公民

館）を利用することをまず考えるべ

きで、150 人規模の講義室の必要性

が感じられない。何も中央公民館で

すべてをやることを前提にしなくて

もよい。 

既存施設については、現在も地区単位の

生涯学習活動等に活用していますが、地域

の特色を活かしてさらなる活用をはかって

いきたいと考えております。市全域にわた

る催事等については、駐車場も十分確保さ

れ市内全域からアクセスもしやすく職員の

サポート体制も整っている中央公民館の利

用要望が多いため、施設の充実を図る必要

があると考えています。 

Ｃ 

22 

上下水道庁舎は解体せず、耐震改

修を行い、１階を学習室に、２階を

講義室として利用してはどうか。 

舞台が丘全体の景観や敷地の有効活用と

いった中で、上下水道庁舎については建物

の老朽化に加え、使い勝手も良くないこと

から、今回、建物を解体し市民広場として

再利用していきたいと考えています。 

Ｄ 

23 

子育て支援センターについて、規

模の拡充だけでは利用者は増えな

い。職員は事務室にいないで一緒に

遊んでもらいたい。そこから信頼関

係が築け、悩みの相談ができるよう

になる。 

すくすく広場担当については、利用者と

かかわりを持つことを重点に考え、現在広

場内に常駐する体制をとっています。新し

いセンターにつきましては、より一層利用

しやすい施設にしていきたいと考えていま

す。 

Ａ 

24 

子育て支援課が子育て支援センタ

ーに移動しているが、庁舎内に配置

できないか。窓口が２階になってし

まい、不便。 

子育て支援の一環として、小学校入学ま

で両課で連携をとり、途切れることなく見

守る体制づくりを整えていきたいと考えて

います。 

Ｄ 

25 

駐車場のスペースは広めに確保し

てもらいたい。また、駐車場内の植

栽は駐車の障害にならないよう配慮

してもらいたい。 

 外構整備に関する具体的な設計はこれか

ら行う予定ですので、ご意見を参考に利用

しやすい安全な駐車場とするよう努めてい

きます。 

Ｂ 

26 

高校用地に計画した道路・駐車場

にかわって、新設道路用地の南側用

地も取得し駐車場とする。その際、

求女川に歩道橋を設置する。 

 駐車場の利便性を考慮した場合、利用す

る施設の近くに駐車場があるほうがより利

用しやすいと考えます。現在計画している

駐車場は子育て支援センター、中央公民館

の近くに確保されることから、より利便性

が高まるものと考えます。 

Ｄ 
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27 

駐車場について、立体駐車場を提

案したい。災害時には屋根のある避

難場所として利用できる機能を持た

せたら効率の良い駐車場ができるの

ではないか。 

 立体駐車場については、地上式駐車場と

の比較検討を行いましたが、将来にわたる

維持管理費等が地上式駐車場に比べかかる

ことや、各施設にできる限り近い場所に駐

車場を確保したいという考えのもと、今回

の計画としました。 
Ｄ 

28 

どうして立体駐車場建設を計画に

入れなかったのか。立体駐車場には

エレベーターが必要とのことだが、

150 台から 200 台程度の立体駐車場

であればエレベーターは必要ない。 

29 

市役所でゆっくりしたい人はほと

んどいないと思う。のんびりするの

であれば図書館で十分のため、市民

広場は不要。駐車場にしてもらいた

い。 

 市民広場については、平時においては、

市役所だけでなく舞台が丘周辺施設を利用

する方全体の憩いの場として、また、災害

時には炊き出し等を行う防災広場としての

機能も備えた施設とする計画です。 

駐車場利用としての計画も検討しました

が、地形上の問題からあまり多くの駐車台

数を確保できず効率的ではありません。 

Ｄ 

30 

駐車場については大きなイベント

時にはラヴェリテ・八十二銀行・田

中商店街の駐車場を借りれば良い。

その方が商店街に人が流れて一石二

鳥。 

 駐車場についてはできるだけ施設に近い

場所に確保することが望ましいと考えま

す。 

イベントの内容や規模に応じて近隣の各

民間施設との協力も必要なことと考えます

ので、今後の参考とさせていただきます。 

Ｃ 

31 

今後予想される災害を想定する

と、駐車場の更なる増設・整備が、

防災・減災対策として必要になる事

態は考えられない。 

 災害対策本部や広域避難場所等が集まる

舞台が丘地区においては、災害時、緊急物

資の搬出入や緊急車両や応援車輛の駐車場

の確保は必要と考えます。また、現状にお

いても駐車場不足が指摘されているところ

であり、防災・減災の目的だけでなく、利

用者の利便性の向上のためにも駐車場の確

保は必要と考えます。 

Ｄ 

32 

障がい者駐車場は公民館１階に設

け、屋根付としてもらいたい。 

 中央公民館の障がい者駐車場につきまし

ては現在の２階ロータリー部分だけでな

く、南側駐車場を整備し、１階入り口付近

にも設置する計画です。屋根については今

後検討していきます。 

Ａ 
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33 

連絡歩廊について、歩車分離程度

で屋根は不要。優先駐車スペースに

屋根を設置するだけで十分。それで

も不自由な方は、職員がフォローす

れば良い。 

 優先駐車スペースへの屋根の設置につきま

してはご意見を参考に検討していきます。 

また、連絡歩廊の屋根については、ご意見

を参考に検討していきます。 
Ｃ 

34 

連絡歩廊については、どの位利用

者がいるかわからないようなものは

無駄としか言いようがない。 

現在の図書館前駐車場の歩行者の往来につ

いては危険性を感じており、人と車の動線を

分け歩行者の安全を確保するために、歩道を

計画したところです。 

Ｄ 

35 

市民広場は、コンクリートの打ち

っぱなしだけでなく、芝生や樹木を

植え、簡単なイベントができるよう

な配慮がほしい。ベンチなどを置き、

市民が憩える場としてもらいたい。 

 平時においては市民の皆さんの憩いの場

としてご利用いただき、災害時においては

炊き出し等が行える防災機能を備えた広場

とする計画です。 

整備にあたっては、現在植栽されている

樹木等をできるだけ活用するとともに、目

的と使い勝手を考慮して検討していきま

す。 

Ｃ 

36 

現図書館前駐車場の西側道路が狭

いため拡幅し、公民館まで一平面に

して駐車場に整備した方が図書館前

の駐車場からの出入り、子育て支援

センターの入り口が西側になること

から利用しやすくなり、急こう配も

解消できる。 

 道路・駐車場については、ご意見を参考

に外構整備においてできる限り歩行者等の

安全確保に努めてまいりますが、基本的に

は現在の地形を生かした中で使い勝手の良

いものとなるよう整備を進めていきます。 

Ｃ 

37 

予定の費用より大幅に増加してお

り問題がある。 

事業計画の見直しによる予定費用の増額変

更については、今後の財政見通しなどを十分

検証し、決定してきたところであり、ご理解

をお願いします。 

Ｃ 

38 

これ以上、市の借金を増やすこと

には反対。 

今後とも、健全財政維持のため、長期財

政計画を立案し、計画的な起債の借入を行

ってまいります。 

Ｃ 

39 

国からの交付金も国債という借金

であり、それらを払うのは東御市民

も含む日本国民で、我々と無関係で

はない。どちらにしても税金なのだ

から、もっと税金の使い方に真剣に

向かい合ってほしい。税金の使い方

に緊張感がないように感じる。 

税の有効活用を念頭に置き、市にとって必

要な事業を、国からの交付金を活用し進めて

いきます。 

Ｃ 
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40 

事業には反対。市民の高齢化が進

み子供が尐なくなってきており国の

財政支援頼みのようだが、大丈夫か。

説明資料に「市民の皆さんの将来へ

の負担を増大させることのないよう

に」と書いてあるが、税金を絶対に

上げないというような文書をもらい

たい。 

市財政に重大な影響を及ぼすような事態を

招かないように、今後の財政見通しなどを十

分検証し、本事業計画を策定しました。 

なお、今回の事業により市税を上げること

はありません。 
Ｄ 

41 

国からの補助金は使わなければ損

という考え方はやめるべき。 

 補助金があるから事業を行うのではなく、

市にとって必要な事業の実施にあたり、市民

負担を極力減らすために、有利な補助金の活

用により事業を進めていきます。 

Ｃ 

42 

交付金は個人個人の税金。次の世

代のためにも市の積立金を増やして

もらいたい。無駄なことはやめても

らいたい。 

 基金の積立残高は平成 23 年度末では約

63億円の決算になる見込みです。 

 今後とも、市政の停滞を招かぬよう、基

金を有効に活用しながら施策を推進すると

ともに、徹底した経費節減により、基金の

安定的な確保を図っていきます。 

Ｃ 

43 

駐車場の確保、東御清翔高校の単

位制多部制に合った再構築、市道

県・東深井線の延伸による利便性・

安全性の向上、災害時の避難所の充

実、市民活動の拠点づくりの点から

これに勝る計画は考えられないが、

費用の圧縮に努めること。 

 事業の実施については更に内容を精査

し、事業費の圧縮に努めていきます。 

Ｂ 

44 

計画推進にあたっては景観に配慮

してもらいたい。 

 外構整備等事業推進にあたっては、電線

等の整理等も実施し、景観の向上に努めて

いきます。 
Ａ 

45 

庁舎、中央公民館、図書館等が、

狭い１箇所に設置されていて問題。 

 既存の建物をできるだけ活用するという

基本構想の方針に基づき、現在ある施設を

有効に活用し、利用者の利便性の向上に努

めていきます。 

 

Ｄ 
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46 

庁舎増改築、勤労者会館・中央公

民館の改修、場内整備、東御清翔高

校の一部建物の取り壊し・建替え、

市道県・東深井線新設の他、市民病

院の赤字、御牧の湯改築など、あま

りに大金を使うことばかり。５か年

計画、10か年計画などもっと計画性

をもって取り組んでもらいたい。 

上記下線部は５～６年先でも良

い。 

 市の事業においては、これまでも長期財

政計画や事業の実施計画などにより計画的

に事業を進めてきております。 

今回の計画についても、合併特例債、国

からの交付金など有利な財政支援を得なが

ら、将来にわたる市の財政状況を総合的に

判断し、実施時期を決定していきます。 

Ｃ 

47 

工事（事業）を行う前に市民に対

して説明をし、市民の納得が得られ

た上で進めてもらいたい。また、説

明会だけでなく広報等でも市民に知

らせることが重要。 

 これまでも、必要に応じて市民説明会等

を実施してきているところではあります

が、今後も市報やホームページで情報提供

を行うとともに、「ふれあい市長室」や「市

政への提言私の一言」などでご意見をお聞き

していきます。 

Ｃ 

48 

第２期工事はできるだけ簡素にし

て余計なお金をかけないでもらいた

い。市民の生活・福祉・介護にもっ

と市政の重点をおいてもらいたい。

道路や箱物は十分足りている。 

 事業の実施については更に内容を精査

し、事業費の圧縮に努めていきますが、防

災・減災機能の強化に必要な施設整備につ

いては、財政状況等を考慮しながら実施し

ていきます。 

Ｃ 

49 

道路を通すことで 10 億円支援が

得られ、駐車場確保・高校の建て替

え・道路の利便性向上、防災の拠点

づくりができるのであれば、二度と

ないチャンス。高校は時代の変化の

中で生き残るために多部制を選択し

ている。卒業生の意見として高校を

発展させるためには老朽化した校舎

をコンパクトに建替えて特徴ある学

校に整備することが不可欠。一つ一

つ考えれば消防署の移転、立体駐車

場も良いが、総合的に考えれば、こ

の方法しかない。財政状況が厳しい

とは思うが、目先より将来を考え今

回の整備計画を実施すべきであり、

期待している。 

 いただいたご意見・主旨を十分踏まえ、

市の置かれている現状と、将来を見据え事

業を推進していきたいと考えています。 

Ｂ 
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50 

現消防署は市で引き取り中央公民

館と歩道橋若しくは地下道で結び利

用方法を検討してもらいたい。その

上で、消防署を市役所北西側の新設

道路北側へ移転することとして用地

を確保する。 

 消防署については、現在の位置に決定した

経過、上田地域広域連合との関係、建築から

間もないこと等を踏まえ、現在の建物を活用

していきます。 
Ｄ 

51 

高校を横断している道路は地元県

区の東西を結ぶ道路であり、戦前か

ら利用されており、小学生の通学路

として父兄が安心できる道であるた

め、廃道としないでもらいたい。 

ご要望の箇所につきましては、廃道と考え

ています。 

また、現在の通学路につきましては、歩道

がなく歩行者の横断場所において危険とのお

話も伺っています。 

今回計画する県・東深井線につきましては、

車と歩行者を分けた道路として整備予定で歩

行者の安全の確保を行っていきます。横断箇

所についての安全対策につきましては、今後

設計業務を実施していく中で公安委員会と協

議をする予定です。小・中学生の通学路とし

て安全・安心な道路となるよう努めていきま

す。 

なお、道路に併設されています用水路及び

用水の管理道路につきましては今後、県と協

議をしたいと考えています。 

Ｃ 

52 

廃道とする場合は、御膳水北側か

ら夏目田の神社付近にむけて３～４

ｍ程度の道路を新設してもらいた

い。できれば東御交番上のＴ字路ま

で延長してもらいたい。 

現段階では、この道路計画はありません

が、ご要望としてお聞きしておきます。 

Ｄ 

53 

消防署の位置が最適であるなら

ば、国道 18号に出る道路の拡幅工事

の方が優先するはず。18号に出る専

用道路を作ってはどうか（距離も短

い） 

県・東深井線の延伸計画の目的について、

平時における消防署の出動時間短縮は目的

のひとつでありますが、その他に公共駐車

場の確保・公共施設へのアクセス向上・施

設利用者の安全確保・災害時におけるアク

セスの向上等の目的があり、延伸すること

によりこれらの問題が解消されるものと考

えています。 

消防署から国道 18号線への道路につきま

しても、延伸後の経過を見つつ判断してい

きたいと思います。 

Ｃ 
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54 

市報や各戸に配布した資料には高

校建替えの意図が一切書かれていな

い。説明不足であり市報などで広報

すべき。 

パブリックコメントで出された意

見も賛成、反対のパーセントを分か

りやすく表にし、ホームページでは

なく市報で公表すべき。 

 現在、高校敷地・校舎の取り扱いについ

ては県及び関係機関と協議中であり、いた

だいたご意見を参考に今後検討していきま

す。 

 なお、パブリックコメントは計画に対す

る賛否を問うものではありません。 

出されたご意見については、計画に反映

できるかどうかについてそれぞれ区分表示

を行うこととしており、結果については市

報でも公表していきます。 

Ｃ 

55 

災害時の拠点については、各地区

公民館や集会所があり、高校も内容

を充実させ、避難所となるよう整備

すればよい。 

 東御市地域防災計画において、災害時の

第１次避難場所として各地区公民館等が位

置付けられていますが、災害対策本部の設

置や広域的な避難施設（他地域からの避難

者の受け入れ等）、緊急物資の搬出入等、全

市的な災害時の拠点として舞台が丘周辺施

設の一体的な整備は必要と考えます。 

Ｃ 

56 

予想される災害の内容・規模を想

定せず計画の見直しを図ることはナ

ンセンスであり、再検討すべき。 

 東御市地域防災計画における地震による被

害や 3.11東日本大震災からの教訓、浅間山の

噴火における土石流などを想定した中で、更

なる防災機能の強化を目指して計画の見直し

を行ったものです。 

Ｃ 

57 

停電時に太陽光パネルが発電した

電気を利用できるようにする電源装

置の導入を検討してもらいたい。 

 中央公民館に太陽光発電装置を設置する

予定であり、いただいたご意見についても、

今後の参考とさせていただきます。 Ｃ 

58 

東御清翔高校グラウンド南側市道

は廃路とし、新たな道路を造る事に

は反対。理由は、グラウンド南側市

道は県区住民の生活道路なっている

こと、高齢者等にとって最寄りの医

療機関への最短道路であること、最

寄りの公共交通機関への最短道路で

あること、県区内住民に必要な幹線

道路であること、利用状況からみて

も閑道ではないこと。 

既存市道を廃道することに関しまして

は、地元県区を始め、周辺住民の皆さまに

ご迷惑をおかけするところですが、市道

県・東深井線の延伸により、廃道となる市

道機能を補填できるものと考えています。 

Ｄ 
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59 

グラウンド南側市道の廃道につい

ては、県区住民説明会の際、反対表

明をしている。県区民の了解を得る

ことなく市道廃道計画案を立案しな

いでもらいたい。また、再度説明会

をするといわれているが、いまだに

実現していない。説明会の計画図に

載せないで、後出しで市道廃道計画

案を出すことはゆるされない。 

住民説明会の際、グラウンド南側市道の

廃道についての説明をさせていただきまし

た。今後、地元区の皆様と協議をさせてい

ただき延伸される県・東深井線が、より良

い道路になるよう検討していきたいと考え

ています。 

また、説明会につきましては、平成 24年

3月 25日に開催させていただきました。 

Ｃ 

60 

既存市道廃道や通行車両を遮断す

ることを含む新道建設計画案は市民

憲章にかけ離れており、反対。 

 既存市道を廃道することに関しまして

は、地元県区を始め、周辺住民の皆さまに

ご迷惑をおかけするところですが、県・東

深井線の延伸により、廃道となる市道機能

を補填できるものと考えています。 

Ｄ 

61 

グラウンド南側市道は土砂災害警

戒区域の南端にあたっており、上流

から下流への災害波及の流れによ

り、道路・橋脚の損壊が予想された

際、河川と河川の間の道路の存在が

重要であり、むやみに公道をなくし

てはいけない。 

今回整備計画しております県・東深井線

につきましても、土砂災害（土石流）警戒

区域の南側であることから、災害時におい

ては重要な道路となると考えており、現在

のグラウンド南側市道の機能は補填できる

と考えています。 

Ｄ 

62 

庁舎の清掃などは委託ではなく、

職員が行うなど無駄を排除してもら

いたい。 

 第２期計画に対するご意見ではありませ

んが、貴重なご意見として今後、参考とさ

せていただきます。 

Ｅ 

63 

行政の中心部にいつでも活用でき

る若い力が大勢いることは心強く、

市と東御清翔高校で災害時の応援協

定を結んでもらいたい。 

64 

新庁舎の中庭について、憩いと安

らぎの空間にしてもらいたい。その

ため、全面芝生にしてもらいたい。

屋外用のイスとテーブルを設置して

もらいたい。子供連れのためにあま

りスペースを取らない遊具を設置し

てもらいたい。落葉樹のシンボルツ

リーを植樹してもらいたい。 

65 

北庁舎、西庁舎の入り口の段差の

解消を図ってもらいたい。高齢者・

車いす対応を。 
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66 
勤労者会館にも太陽光発電設備を

設置してもらいたい。 

第２期計画に対するご意見ではありません

が、貴重なご意見として今後、参考とさせ

ていただきます。 

Ｅ 

67 

上田市は施設利用料を取っている

のに、東御市は無料となるため、文

化団体の登録に東御市の人が入って

いると無料利用できることから、東

御市の施設利用が多いと聞いてい

る。運営についてもこの機会に再検

討してもよいのではないか。 

 


